
掛川市・袋井市病院企業団立
中東遠総合医療センター

当院では、より高度でかつ患者さまの体の負担が少ない前立腺がん手術に対応するため、最新鋭の手
術支援ロボット「ダヴィンチXiサージカルシステム」を導入しました。ダヴィンチでは医師が高解像度
の３Ｄ画像を見ながらロボットを遠隔操作する手術を行い、従来より傷口が小さく、早期の社会復帰が
可能とされています。
本格運用に先立ち、市民の皆さまに向けてダヴィンチについての特別医療講演会を下記のとおり開催

します。
ぜひ、ご来場ください。

前立腺がんに立ち向かう最新鋭の手術支援ロボット「ダヴィンチ」について
日時：3月11日（土）午前10時～正午
場所：中東遠総合医療センター3階大会議室
講師：浜松医科大学 泌尿器科学講座 三宅 秀明 准教授
参加費無料・申込不要　直接会場にお越し下さい
問合せ：経営戦略室　TEL0537-21-5555（代）

スマートフォン・タブレットからアクセスする際にはQRコードをご利用ください

院内報「きんもくせい」は、中東遠総合医療センター、掛川・袋井両市役所及び一部の市内公共施設にて無料で配布しております。

ホームページ

過去の院内報をホームページでご覧いただけます。

http://www.chutoen-hp.shizuoka.jp/
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特別医療講演会のご案内

実機を用いた実習風景



　血管内治療とは、カテーテルという細い管などの医療器
具を血管の中に挿入して行う治療で、「血管内手術」や「カ
テーテル治療」とも呼ばれています。血管内治療には、脳
動脈瘤に対するコイル塞栓術、脳梗塞に対する血栓除去
術、急性心筋梗塞などに対する経皮的冠動脈形成術、肝

細胞がんなどに対す
る動脈塞栓化学療法
などさまざまな治療法があります。
　当院には、同時に２方向の撮影や透視ができる血管撮影装置が3台装備されていて、
医師を中心とした、看護師・診療放射線技師・臨床工学技士・臨床検査技師で構成され
る血管内治療チームが24時間365日、迅速、安全、高度な治療に取り組んでいます。

文責　診療放射線室長　荒井 準

　退院支援とは、入院中の患者さまが退院後に自宅で安心して生活できるように支援・ケア
することです。患者さまとご家族の意向に寄り添い、自宅環境を考慮しながら院内外の多職種
のスタッフと連携し、問題を解決していきます。
　入院中の看護は、患者さまに最も近い位置にいる担当看護師が中心となっていますが、退
院支援を専門に行う看護師は「退院支援看護師」と呼ばれています。
　退院支援看護師は、退院に向けて訪問看護や介護サービスなどの社会資源活用方法をアドバイスしたり、退院前のカンファ
レンスで退院後の生活を調整しています。また病棟の担当看護師との連携を密にしながら、退院後も引き続き患者さまがそ
の人らしく満足のいく日常生活を送れるように支援してまいります。

文責　６階西病棟　土井きくよ

看 護 部 通 信
“安心できる退院後の生活”のために　―退院支援看護師として－

多職種からなる【血管内治療チーム】

部署別コラム

血管内治療チーム

血管撮影装置

医師、看護師、診療放射線技師、臨床工学技士、
臨床検査技師による「血管内治療チーム」

医師異動の
お知らせ

緊急被ばく医療訓練を行いました緊急被ばく医療訓練を行いました
　中部電力浜岡原子力発電所内で労働災害が発生し、
放射性物質の汚染を伴う負傷者が当院へ搬送されると
いう設定で、緊急被ばく医療訓練を行いました。
　訓練では、医師、看護師、技師、事務職員ら約30名
が、中部電力の指導を仰ぎながら、汚染拡大防止の養
生、負傷者の受け入れ、汚染検査、除染措置及び治療な
どの実技訓練を行いました。
　今後も各種災害を想定した訓練を実施し、知識とスキ
ルの維持向上を図ってまいります。 防護服を着用しての治療訓練

今までありがとう
ございました

救急科
松井 智文 医師

【1月31日付退職】
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Kinmokusei vol.046

　昨年６月、インターネット上のニュースサイトを見ていたら、イ
ギリスの劇作家のピーター・シェーファー（Peter Levin 
Shaffer）が 90 歳で亡くなったという記事が目にとまりました。
　ピーター・シェーファーはモーツァルトの毒殺説を題材にした
戯曲『アマデウス』の作者として有名です。『アマデウス』は、
1984 年に映画化されヒットしたのでご覧になった方も多いで
しょう。私も学生時代を過ごした仙台でこの映画を観ましたが、
そのとき気になったことが二つありました。一つは、モーツァル
トの妻コンスタンツェが夫を「ウルフィー」と呼んでいたことです。

これについてはモーツァルトのファースト・ネーム Wolfgang の Wolf（つまり狼）を英語読みにして愛称化し
たのだろうと納得しました。しかし納得できなかったのは、モーツァルトがビリヤード台で玉を転がしながら作
曲するシーンです。モーツァルトの部屋にビリヤード台だなんて、映画を面白く見せるための演出だろうと思っ
ていました。ところが、モーツァルトの最後の年を詳しく記載した伝記『1791:Mozart’ s Last Year』を読
んだところ、モーツァルトが亡くなった時に作成された財産目録に、彼のアパートの3 番目の部屋に残されたも
のとして「1 billiard table with green felt and 5 balls, 12 cues」という記述があることを知りました。
確かにモーツァルトの部屋にはビリヤード台があったのです。
　この本の中で、著者のロビンス・ランドン（Howard Chandler Robbins Landon）は、モーツァルトの
死因についてオーストラリアの医師ピーター・Ｊ・デイヴィース（Peter J Davies）の説を紹介しています。そ
れによれば、モーツァルトは溶連菌感染後に生じたシェーンライン・ヘノッホ紫斑病から腎不全を起こして亡く
なったと述べています。
　シェーンライン・ヘノッホ紫斑病は、急性呼吸器感染症などがきっかけで主に下肢に紫斑を生じる病気であ
り、皮膚症状以外に関節痛、消化器症状、腎炎を伴うことが多く、長期予後は腎障害の程度に左右されます。
　ピーター・Ｊ・デイヴィースがモーツァルトの死因について書いた論文を要約すると、1784 年にフリーメイ
ソンの集会所で溶連菌に感染した後、シェーンライン・ヘノッホ紫斑病を発症し、その結果生じた糸球体腎炎
から慢性腎不全を起こし、最後は脳出血と気管支肺炎のために死亡した、というものです。
　現在、シェーンライン・ヘノッホ紫斑病と呼ばれている症例をウィリアム・ヘバーデン（William 
Heberden）が初めて報告したのはモーツァルトの死から11年たった1802年、シェーンラインとその弟子ヘノッ
ホがこの疾患を記載したのはそれからさらに30 年以上後のことでした。

し  はん

モーツァルトの病気と死
Mozart’s illnesses and death

皮膚科診療部長　犬塚 学

皮膚科No.43

会 場 中東遠総合医療センター3階大会議室

日 時 3月18日（土）午前10時～正午
演題① 「あなたのめまいはどんなめまい？～内耳性めまいを中心に～」

講師　泉 智沙子 医師（耳鼻いんこう科部長）
演題② 「乳がんについて」

講師　松葉 秀基 医師（外科部長）

問合せ 経営戦略室　TEL0537-21-5555（代）
その他 参加費無料・申込不要　直接会場にお越し下さい

医療市民講座の
ご案内

医療市民講座の
ご案内

第17回



院内報「きんもくせい」は、中東遠総合医療センター、掛川・袋井両市役所及び一部の市内公共施設にて無料で配布しております。


